
(57)【要約】

【課題】ユーザの嗜好プロフィールにより提供された選

択肢を、他人の嗜好、特に同じ家庭内のユーザの嗜好に

基づいて拡張する機構を提供すること。

【解決手段】テレビ番組を推薦する電子番組ガイドのよ

うなデータ・クラスの推薦装置により、ユーザが同じ番

組題材を何度も選択する場合、ユーザが型に陥ってしま

うことがなくなる。一実施例の場合、別のユーザのプロ

フィールを利用してユーザのプロフィールを広げるよう

に、推薦装置を自動的にプログラムすることができる。

例えば、推薦装置は、ユーザと同じ家庭内の他のユーザ

の対象説明を、ユーザのプロフィールを広げるためのガ

イドとして用いることができる。これに代えて、家庭の

プロフィールを、ユーザからのフィードバックを求める

ためのソース題材用のフィルタとして用いることができ

る。こうして、単にユーザの範囲を恣意的に広げるので

はなく、ユーザと何らかの形で関係のある他のプロフィ

ールからの手本を得て、かつこれを利用する。この「関

係」には、友人、ユーザの関心などを表す公けになって

いる定型概念などを含めることができる点に留意された
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
様 々 な デ ー タ ・ ク ラ ス に 該 当 す る 例 を 評 点 す る 第 一 ユ ー ザ か ら フ ィ ー ド バ ッ ク を 受 信 す る
ス テ ッ プ と 、
当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を 当 該 フ ィ ー ド バ ッ ク に 応 じ て よ り 正 確 に す る ス
テ ッ プ と 、
当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を 、 第 二 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル か ら の デ
ー タ に 応 じ て 変 更 す る ス テ ッ プ と 、
を 有 す る 、 デ ー タ ・ ク ラ ス の 推 薦 装 置 の た め に 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を 変 更
す る 方 法 で あ っ て 、
当 該 変 更 ス テ ッ プ が 、
少 な く と も 1つ の デ ー タ ・ ク ラ ス の 推 薦 頻 度 が 、 他 の い か な る デ ー タ ・ ク ラ ス の 推 薦 頻 度
も 減 少 さ せ る こ と な く 増 加 さ れ 、 こ れ に よ り 、 当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の
範 囲 が 、 当 該 第 二 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル 内 に 格 納 さ れ て い る 嗜 好 に 従 っ て 拡 張 さ
れ る よ う に 変 更 す る こ と 、
を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル が 、 好 ま し い デ ー タ ・ ク ラ ス の 特 定 化 さ れ た 対 象
説 明 を 含 み 、 か つ 、
当 該 変 更 ス テ ッ プ が 、 当 該 第 二 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 少 な く と も 1つ の 特 定 化
さ れ た 対 象 説 明 が 含 ま れ る よ う に 、 当 該 特 定 化 さ れ た 対 象 説 明 を 一 般 化 す る こ と 、 を 含 む
、
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
当 該 変 更 ス テ ッ プ が 、 少 な く と も 、 当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 特 定 化 さ れ
た 説 明 と 、 当 該 第 二 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 特 定 化 さ れ た 説 明 と の 結 合 体 を 、 当
該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 当 該 特 定 化 さ れ た 説 明 の 代 わ り に す る こ と を 含 む
、 請 求 項 2に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
当 該 一 般 化 ス テ ッ プ が 、 少 な く と も 、 当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 特 定 化 さ
れ た 説 明 と 、 当 該 第 二 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 特 定 化 さ れ た 説 明 と の 結 合 体 を 、
当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 当 該 特 定 化 さ れ た 説 明 の 代 わ り と す る こ と を 含
む 、 請 求 項 2に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を 訂 正 す る た め の テ ス ト ・ デ ー タ を 、 少 な く と も
1つ の 第 二 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル か ら の デ ー タ に 応 じ て 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
当 該 テ ス ト ・ デ ー タ に 対 す る 当 該 第 一 ユ ー ザ か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク を 要 求 し 、 か つ 当 該 第
一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を 当 該 フ ィ ー ド バ ッ ク に 応 じ て 変 更 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 、 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
当 該 選 択 ス テ ッ プ が 、
テ ス ト ・ デ ー タ で あ っ て 、 こ れ に 対 す る フ ィ ー ド バ ッ ク が 当 該 第 一 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル
に 取 り 入 れ ら れ て 、 当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル の 区 別 力 が 向 上 す る テ ス ト ・
デ ー タ 、
の み を 選 択 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 5に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
当 該 選 択 が 、
テ ス ト ・ デ ー タ で あ っ て 、 当 該 テ ス ト ・ デ ー タ が 好 ま れ る か ま た は 好 ま れ な い か を 当 該 推
薦 装 置 が 決 定 す る た め に 、 当 該 第 一 ユ ー ザ の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル で は 不 十 分 な テ ス ト ・
デ ー タ 、
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を 主 に 選 択 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 5に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
当 該 選 択 ス テ ッ プ が 、 概 念 領 域 の 特 定 化 さ れ た 説 明 に よ っ て デ ー タ 選 択 範 囲 を フ ィ ル タ す
る こ と を 含 む 、 請 求 項 5に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
学 習 エ ン ジ ン と 、
当 該 学 習 エ ン ジ ン に 接 続 可 能 な ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 装 置 と 、
を 有 す る デ ー タ ・ ク ラ ス の 推 薦 装 置 で あ っ て 、
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 デ ー タ 選 択 肢 の 説 明 を 含 ん で い る デ ー タ ・ ソ ー ス に 接 続 可 能 で あ り
、
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 当 該 ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 、 当 該 デ ー タ 選 択 肢 を 評 価
す る 第 一 ユ ー ザ か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク を 受 信 し 、 か つ 、 当 該 第 一 ユ ー ザ に よ っ て 好 ま れ て
い る か ま た は 好 ま れ て い な い デ ー タ 選 択 肢 の 説 明 を 漸 進 的 に 生 成 す る こ と に よ り 、 第 一 ユ
ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を 生 成 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ 、
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 さ ら に 、 当 該 第 一 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル に 応 じ て 当 該 第 一 ユ ー ザ の
た め の デ ー タ 選 択 肢 の 推 薦 を 生 成 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ 、
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 さ ら に 、 当 該 第 一 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル と 、 第 二 ユ ー ザ の 少 な く と
も 1つ の 第 二 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル と に 応 じ て 、 当 該 第 一 ユ ー ザ の た め の デ ー タ 選 択 肢 の
推 薦 を 選 択 的 に 生 成 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ る 、
デ ー タ ・ ク ラ ス の 推 薦 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
当 該 第 一 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル が 、 対 象 デ ー タ 選 択 肢 を 定 義 す る 狭 い 説 明 と 、 対 象 外 の デ
ー タ 選 択 肢 を 定 義 す る 広 い 説 明 と を 含 み 、
前 記 推 薦 が 当 該 広 い 説 明 と 当 該 狭 い 説 明 と の 間 に あ る 選 択 空 間 か ら 導 出 さ れ る よ う に 、 当
該 学 習 エ ン ジ ン が プ ロ グ ラ ム さ れ る 、
請 求 項 9に 記 載 の 推 薦 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 当 該 第 一 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル が 少 な く と も 対 象 の デ ー タ 選 択 肢 を
定 義 す る 狭 い 説 明 を 含 む よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ 、 か つ 、
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 さ ら に 、 当 該 狭 い 説 明 内 の 狭 さ の レ ベ ル を 閾 値 と 比 較 す る こ と に よ
り 、 当 該 閾 値 よ り 狭 い 目 標 デ ー タ 範 囲 を 含 む 推 薦 が 当 該 第 一 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル か ら 得
ら れ る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ 、 か つ 、
当 該 学 習 エ ン ジ ン が 、 さ ら に 、 当 該 レ ベ ル を 当 該 閾 値 に 比 較 し た 結 果 に 応 じ て 、 当 該 第 一
ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル と 当 該 少 な く と も 1つ の 第 二 ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル と に 応 じ て 、 当
該 第 一 ユ ー ザ の た め の デ ー タ 選 択 肢 の 推 薦 を 選 択 的 に 生 成 す る よ う に 、 プ ロ グ ラ ム さ れ る
、
請 求 項 9に 記 載 の 推 薦 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ユ ー ザ の 行 動 を 観 察 す る こ と に よ り ユ ー ザ の 嗜 好 を 学 習 し 、 か つ こ の 観 察 さ れ
た 嗜 好 に 基 づ い て 大 き な デ ー タ 空 間 を フ ィ ル タ す る 検 索 エ ン ジ ン に 関 す る 。 こ の よ う な シ
ス テ ム は 、 規 則 を 明 示 的 に 入 力 す る こ と を ユ ー ザ に 要 求 す る の で は な く 、 ユ ー ザ の 行 動 か
ら 規 則 を 推 定 す る ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い る 。 本 発 明 は 、 よ り 具 体 的 に は 、 個 人 ユ ー ザ に 対 す
る 推 薦 を 、 こ の ユ ー ザ に よ る 選 択 と 他 人 に よ る 選 択 と の 両 方 に 基 づ い て 行 う 検 索 エ ン ジ ン
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
検 索 エ ン ジ ン は 、 非 常 に 大 き な デ ー タ ベ ー ス を 効 率 的 か つ 迅 速 に 利 用 し な け れ ば な ら な い
ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 ま す ま す 重 要 に な っ て い る 。 検 索 エ ン ジ ン は 、 ワ ー ル ド ・ ワ
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イ ド ・ ウ ェ ブ の 検 索 だ け で な く 、 カ タ ロ グ 、 テ レ ビ 番 組 、 音 楽 一 覧 、 フ ァ イ ル ・ シ ス テ ム
な ど の 格 納 に も 効 果 的 で あ る 。 重 点 が 情 報 か ら 知 識 へ と 移 行 し て い る 世 界 に お い て 、 検 索
エ ン ジ ン は 巨 大 な 成 長 分 野 で あ り 、 か つ 測 り 知 れ な い 可 能 性 を 秘 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
検 索 エ ン ジ ン の 用 途 が 見 い 出 さ れ る 一 分 野 と し て 、 ユ ー ザ の 選 択 行 動 を 観 察 し 、 か つ こ の
行 動 に 基 づ い て 推 薦 を 行 う 、 い わ ゆ る 受 動 的 な 推 薦 装 置 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 技 術 は 、 テ レ
ビ 番 組 を 選 択 す る た め の 電 子 番 組 ガ イ ド （ EPG） と 共 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
電 子 番 組 ガ イ ド （ EPG） に よ り 、 テ レ ビ と 他 の メ デ ィ ア と の 無 数 に あ る 視 聴 選 択 肢 の 中 か
ら 選 択 を 行 う 作 業 が 、 よ り 管 理 し 易 く な る こ と が 見 込 ま れ る 。 受 動 的 な 検 索 エ ン ジ ン は 、
ユ ー ザ 嗜 好 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し 、 か つ こ の 嗜 好 デ ー タ を 用 い て 提 案 を 行 っ て 、 現 在 ま た
は 将 来 の 番 組 情 報 を フ ィ ル タ す る こ と に よ り 、 選 択 を 行 う ジ ョ ブ を 単 純 化 し た り 、 ま た は
ユ ー ザ に 代 わ っ て 選 択 を 行 う こ と さ え す る 。 例 え ば 、 シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ か ら の 特 定 の 要
求 、 ま た は ユ ー ザ が 推 薦 す る 選 択 肢 が 強 調 さ れ て い な く て も 、 番 組 を 記 録 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 述 し た よ う に 、 嗜 好 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る た め の デ バ イ ス の 1つ の タ イ プ と し て 、 ユ
ー ザ の 立 場 か ら 見 て 受 動 的 な タ イ プ が あ る 。 ユ ー ザ は 、 単 に 、 生 の EPGデ ー タ か ら 通 常 の
方 法 で 選 択 を 行 い 、 か つ シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ の 行 動 の モ デ ル を こ れ ら の 選 択 肢 か ら 抽 出 す
る こ と に よ り 、 個 人 的 な 嗜 好 デ ー タ ベ ー ス を 徐 々 に 構 築 す る 。 次 に 、 シ ス テ ム は こ の モ デ
ル を 用 い て 、 こ の ユ ー ザ が 将 来 何 を 見 る こ と を 好 む か を 予 測 す る 。 こ の 抽 出 処 理 は 、 同 じ
項 目 に 対 し て 繰 り 返 さ れ る 要 求 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 明 ら か に 好 き な も の を 識 別 す る
よ う な 、 単 純 な ア ル ゴ リ ズ ム に 従 う こ と が で き る 。 ま た は 、 こ の 抽 出 処 理 を 、 多 数 の 入 力
を 用 い た （ 自 由 度 の 大 き い ） 決 定 木 技 法 の よ う な 精 巧 な 機 械 学 習 処 理 と す る こ と が で き る
。 一 般 的 な 言 い 方 を す る と 、 こ の よ う な モ デ ル は 、 ユ ー ザ の 相 互 作 用 行 動 （ す な わ ち 、 選
択 を 行 う た め の ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス （ UI） に よ る 相 互 作 用 ） の 中 に あ る パ タ ー ン を
捜 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ユ ー ザ の テ レ ビ を 見 る パ タ ー ン か ら 有 用 な 情 報 を 抽 出 す る た め の 、 容 易 か つ 相 当 確 実 な 技
法 の 1つ は 、 特 徴 -値 (feature-value)の 計 数 表 を 生 成 す る こ と で あ る 。 特 徴 の 一 例 と し て
「 一 日 の 時 刻 」 が あ り 、 か つ こ れ に 対 応 す る 値 を 「 朝 」 と す る こ と が で き る 。 あ る 選 択 が
行 わ れ る と 、 こ の 選 択 を 特 徴 付 け て い る 特 徴 -値 の 計 数 が 増 加 す る 。 あ る 所 定 の 選 択 肢 は
、 通 常 、 多 く の 特 徴 -値 を 有 す る で あ ろ う 。 こ の 選 択 肢 が そ こ か ら 区 別 さ れ た 番 組 の サ ブ
セ ッ ト を （ オ プ シ ョ ン で 同 時 に ） 選 択 す る こ と に よ り 、 1組 の 否 定 的 な 選 択 肢 を 生 成 す る
こ と が で き る 。 こ れ ら の 番 組 の 各 々 の 特 徴 -値 の 計 数 は 、 減 少 す る で あ ろ う （ す な わ ち 、
見 ら れ な か っ た 番 組 の 計 数 は 増 加 す る で あ ろ う ） 。 こ れ ら の デ ー タ は 、 ベ イ ジ ア ン 予 測 装
置 に 送 信 さ れ る 。 こ の ベ イ ジ ア ン 予 測 装 置 は 、 こ れ ら の 計 数 を 、 候 補 を 特 徴 付 け て い る 特
徴 -計 数 へ の 重 み と し て 用 い る こ と に よ り 、 あ る 候 補 が ユ ー ザ の 嗜 好 に 合 う 確 率 を 予 測 す
る 、 こ の タ イ プ の プ ロ フ ァ イ リ ン グ 機 構 は 、 2000年 2月 4日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 09
/498271号 「 ベ イ ジ ア ン ・ テ レ ビ 番 組 推 薦 装 置 （ BAYESIAN TV SHOW RECOMMENDER） 」 に 解
説 さ れ て い る 。 こ の 特 許 出 願 の 全 体 は 、 本 明 細 書 に 完 全 に 解 説 さ れ て い る か の よ う に 、 本
明 細 書 に 参 照 と し て 取 り 入 れ ら れ て い る 。 さ ら に 、 ユ ー ザ 行 動 の 観 察 例 か ら プ ロ フ ィ ー ル
を 受 動 的 に 構 築 す る 、 こ れ と 同 じ シ ス テ ム ・ ク ラ ス の 規 則 に 基 づ く 推 薦 装 置 が 、 1999年 1
月 14日 に 公 開 さ れ た PCT出 願 、 国 際 公 開 番 号 第 WO99/01984号 「 イ ン テ リ ジ ェ ン ト 電 子 番 組
ガ イ ド （ INTELLIGENT ELECTRONIC PROGRAM GUIDE） 」 に 解 説 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 一 タ イ プ の 別 の 例 と し て 、 MbTVが あ る 。 こ れ は 、 視 聴 者 の 視 聴 パ タ ー ン を モ ニ タ す る こ
と に よ り 、 視 聴 者 の テ レ ビ を 見 る 嗜 好 を 学 習 す る シ ス テ ム で あ る 。 MbTVは 、 透 過 的 に 動 作
し 、 か つ 視 聴 者 の 好 み の プ ロ フ ィ ー ル を 構 築 す る 。 こ の プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 、 例 え ば 、
視 聴 者 が 見 た い と 関 心 を 抱 く 可 能 性 が あ る テ レ ビ 番 組 を 推 薦 す る サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る 。
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MbTVは 、 そ の 視 聴 者 の 各 好 み を 学 習 し 、 か つ 学 習 し た こ と を 利 用 し て 、 放 送 が 近 づ い た 番
組 を 推 薦 す る 。 MbTVは 、 放 送 が 近 づ い た 所 望 の 番 組 に 対 し て 視 聴 者 の 注 意 を 促 す こ と に よ
り 、 視 聴 者 が テ レ ビ を 見 る 予 定 を 組 む こ と を 助 け る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 格 納 デ バ イ
ス を 加 え る こ と に よ り 、 視 聴 者 の 不 在 時 に 、 こ れ ら の 番 組 を 自 動 的 に 記 録 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
MbTVは 、 嗜 好 決 定 エ ン ジ ン (Preference Determination Engine)と 格 納 管 理 エ ン ジ ン (Stor
age Management Engine)を 有 す る 。 こ れ ら は 、 テ レ ビ の 留 守 録 画 を 容 易 に す る た め に 用 い
ら れ る 。 MbTVは 、 所 望 の 番 組 を 単 に 提 案 す る の で は な く 、 自 動 的 に 記 録 す る こ と が で き る
。 MbTVの 格 納 管 理 エ ン ジ ン は 、 格 納 装 置 が 最 適 の コ ン テ ン ツ を 有 し て い る 状 態 を 確 保 す る
こ と を 試 み る 。 こ の プ ロ セ ス に は 、 記 録 済 み の 番 組 の ど れ が （ 完 全 に ま た は 部 分 的 に ） 視
聴 さ れ て い る か 、 か つ ど れ が 無 視 さ れ て い る か を 追 従 す る こ と が 含 ま れ る 。 視 聴 者 は 、 今
後 視 聴 す る た め の 記 録 済 み の 番 組 を 「 ロ ッ ク 」 し て 、 消 去 を 防 止 す る こ と が で き る 。 提 案
さ れ た 番 組 ま た は 記 録 済 み の コ ン テ ン ツ を 視 聴 者 が ど の よ う に 扱 っ た か が 、 こ の 情 報 を 用
い て 将 来 の 決 定 を よ り 正 確 化 す る MbTVの 嗜 好 エ ン ジ ン に 、 さ ら に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
MbTVは 、 各 「 関 心 要 素 」 を 表 す た め の 、 記 録 空 間 の 一 部 を 予 約 す る で あ ろ う 。 こ れ ら の 「
関 心 事 」 は 、 異 な る 家 族 員 に 移 し て も 良 い し 、 ま た は 異 な る 好 み の 部 類 を 表 す こ と も で き
る 。 MbTVは 、 ユ ー ザ の 介 在 を 必 要 と し な い が 、 そ の 機 能 を 微 調 整 す る こ と を 望 む ユ ー ザ に
よ っ て カ ス タ ム 化 す る こ と が で き る 。 視 聴 者 は 、 異 な る タ イ プ の 番 組 に 対 す る 「 格 納 配 分
（ storage budget） 」 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が で き る 。 例 え ば 、 家 庭 内 で テ レ ビ の 大 部 分 を
見 て い る の が 子 供 で あ る に も 関 わ ら ず 、 子 供 向 け 番 組 に よ り 消 費 さ れ る 記 録 空 間 を 25%以
下 に す る 必 要 が あ る こ と を 、 視 聴 者 は 指 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 二 タ イ プ の デ バ イ ス は 、 よ り 能 動 的 で あ る 。 こ の デ バ イ ス に よ り 、 ユ ー ザ は 、 特 徴 を 類
別 化 す る こ と に よ っ て 、 好 き な 番 組 ま た は 嫌 い な 番 組 を 指 定 す る こ と が で き る 。 こ れ ら を
、 特 徴 -値 の 対 の 評 点 化 （ こ の 特 徴 に 対 す る 重 み に 、 あ る 値 を 加 算 し た も の ； 例 え ば 、 重
み  = 特 徴 の 重 要 度  ＋  嗜 好 度 の 値 ま た は 不 評 度 の 値 ） 、 ま た は 、 お 気 に 入 り の 番 組 や 、
「 ド キ ュ メ ン タ リ ー は 好 き だ が 、 ギ ャ ン グ も の が 放 送 さ れ る 木 曜 日 の 夜 は 除 外 す る 」 の よ
う な 特 徴 -値 の 対 を 組 み 合 わ せ た よ う な 何 か 他 の 規 則 を 指 定 し た も の 、 と す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 ド ラ マ と ア ク シ ョ ン 映 画 が 好 き で 、 か つ 特 定 の 俳 優 が 嫌 い で あ る
こ と を 、 ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 示 す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 基
準 を 適 用 す る こ と に よ り 、 1組 の 番 組 の 中 か ら ど れ が ユ ー ザ に よ っ て 好 ま れ る か を 、 予 測
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 二 タ イ プ の シ ス テ ム の 一 例 と し て 、 欧 州 特 許 出 願 第 0854645号 は 、 ホ ー ム ・ コ メ デ ィ 、
ド ラ マ ・ シ リ ー ズ 、 古 い 映 画 な ど の 好 ま し い 番 組 部 類 の よ う な 包 括 的 な 嗜 好 を 、 ユ ー ザ が
入 力 す る こ と が で き る シ ス テ ム を 解 説 し て い る 。 こ の 出 願 は 、 例 え ば 、 あ る プ ロ フ ィ ー ル
は 10～ 12歳 の 子 供 用 、 別 の プ ロ フ ィ ー ル は 十 代 の 女 の 子 用 、 別 の プ ロ フ ィ ー ル は 飛 行 機 愛
好 者 用 な ど と し た 嗜 好 プ ロ フ ィ ー ル を 選 択 す る こ と が で き る 嗜 好 テ ン プ レ ー ト も 解 説 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 三 タ イ プ の シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ が 、 あ る 方 法 で 番 組 を ラ ン ク 付 け す る こ と を 可 能 に す る
。 例 え ば 、 現 在 、 TIVO&reg;は 、 ユ ー ザ が 番 組 に 対 し て 、 良 い と い う 評 価 を 3つ ま で 、 ま た
は 悪 い と い う 評 価 を 3つ ま で 与 え る こ と を 可 能 に し て い る 。 こ の 情 報 は 、 達 成 可 能 な 特 徴 -
値 の 対 に 与 え ら れ る 加 重 分 解 能 の 程 度 を よ り 細 か く す る こ と が で き る 点 を 除 き 、 第 二 タ イ
プ の シ ス テ ム に 幾 つ か の 点 で 類 似 し て い る 。 ま た 、 ユ ー ザ の 好 み を こ の 情 報 に よ っ て 表 現
し た 方 が よ り 明 確 な 点 を 除 き 、 第 一 タ イ プ に 類 似 し て い る 。 （ た だ し 、 こ の こ と は 、 第 三
タ イ プ の シ ス テ ム の よ う な 、 ユ ー ザ に よ る ラ ン ク 付 け と 組 み 合 わ さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 09
/498271号 に 解 説 さ れ て い る ベ イ ジ ア ン 技 術 が 従 来 技 術 で あ る こ と を 、 認 め る も の で は な
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い こ と に 留 意 さ れ た い 。 ）
【 ０ ０ １ ３ 】
PCT出 願 「 テ レ ビ の 予 定 情 報 を 用 い る た め の シ ス テ ム と 方 法  (System and Method for Usi
ng Television Schedule Information)」 （ 国 際 特 許 公 開 公 報 第 WO 97/4924号 )は 、 第 三 タ
イ プ の 一 例 で あ る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が 、 通 常 の 格 子 様 式 で 表 示 さ れ た 電 子 番 組 ガ イ ド に よ
り 操 作 を 行 い 、 か つ 様 々 な 番 組 を 選 択 す る こ と が で き る シ ス テ ム を 解 説 し て い る 。 各 点 で
は 、 記 録 ま た は 視 聴 す る た め の 番 組 を 選 択 す る こ と 、 番 組 を 見 る た め の 備 忘 録 を 予 定 組 み
す る こ と 、 か つ 番 組 を 選 択 し て お 気 に 入 り に 指 定 す る こ と を 含 む 、 解 説 さ れ て い る 様 々 な
タ ス ク を ど れ で も 行 っ て い て 良 い 。 あ る 番 組 を お 気 に 入 り に 指 定 す る 目 的 は 、 お そ ら く 、
「 こ の 番 組 を 見 る オ プ シ ョ ン を 常 に 表 示 」 し た り 、 ま た は 備 忘 録 を 繰 り 返 し 実 施 す る よ う
な 、 確 定 し て い る 規 則 を 実 施 す る こ と で あ る 。 お 気 に 入 り を 指 定 す る 目 的 は 、 こ の 出 願 に
は 明 確 に 説 明 さ れ て い な い 。 し か し な が ら 、 よ り 重 要 な 点 は 、 嗜 好 デ ー タ ベ ー ス を 作 成 す
る 目 的 の た め 、 ユ ー ザ が 番 組 を 選 択 し て お 気 に 入 り に 指 定 す る 際 に 、 こ の 番 組 が お 気 に 入
り で あ る 理 由 を 示 す オ プ シ ョ ン を ユ ー ザ に 提 供 す る こ と が で き る こ と で あ る 。 こ の 理 由 は
、 包 括 的 な 嗜 好 を 定 義 す る こ と に よ り 、 他 の 明 示 的 な 基 準 と 同 様 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 一 タ イ プ の シ ス テ ム の 利 点 は 、 ユ ー ザ が 明 示 的 な デ ー タ を 提 供 す る 必 要 が 全 く な い の で
、 ユ ー ザ に と っ て よ り 容 易 な こ と で あ る 。 ユ ー ザ は 、 シ ス テ ム と 相 互 作 用 す る だ け で 良 い
。 様 々 な 機 械 学 習 方 法 ま た は 予 測 方 法 の ど れ も 効 果 的 に す る に は 、 相 互 作 用 の か な り の 履
歴 を 利 用 可 能 に し て 、 有 効 な 嗜 好 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し な け れ ば な ら な い 。 第 二 タ イ プ と
第 三 タ イ プ の 利 点 は 、 明 示 的 な 嗜 好 情 報 を 提 供 す る こ と で あ る 。 第 二 タ イ プ に は 信 頼 性 が
あ る が 、 ユ ー ザ は 、 ど の 基 準 が デ ィ ス ク リ ミ ネ ー タ と し て 良 い か 、 か つ こ れ ら に ど ん な 重
み 付 け を す べ き か が 決 定 可 能 と な る 程 に は 、 自 分 自 身 の 嗜 好 を 抽 象 化 す る こ と が 出 来 な い
場 合 が あ る の で 、 完 璧 で は な い 。 第 三 タ イ プ は 、 ユ ー ザ の 負 担 と な ら ず 、 か つ お そ ら く 、
情 報 の 質 は 最 良 だ が 、 第 二 タ イ プ に よ り 得 る こ と が で き る す べ て の 情 報 を 生 成 す る に も 関
わ ら ず 、 こ れ ら の 情 報 を す べ て は 含 め る こ と が 出 来 ず 、 か つ さ ら に 、 第 一 タ イ プ の よ う に
多 く の 番 組 に 関 す る 情 報 を 必 要 と す る 場 合 が あ る こ と は 、 負 担 と な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
嗜 好 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る た め の 従 来 技 術 の 問 題 の 1つ は 、 ユ ー ザ が 同 じ 番 組 を 繰 り 返
し 見 る 場 合 に 発 生 す る 。 ユ ー ザ の 選 択 肢 の か な り の 割 合 は 、 こ れ ら の 選 択 肢 か ら 抽 出 さ れ
た 、 小 さ 過 ぎ る デ ー タ の 組 に よ り 構 成 さ れ る の で 、 こ れ ら の 規 則 か ら 抽 出 さ れ た 規 則 は 、
結 局 、 範 囲 が 過 度 に 狭 い 推 薦 を 定 義 す る こ と に な る 。 こ の 問 題 は 、 あ る 型 に 陥 る こ と に 似
て い る 。 従 来 技 術 の 別 の 問 題 は 、 暗 黙 の プ ロ フ ィ ー ル を ユ ー ザ 間 で 容 易 に 共 有 す る こ と が
出 来 な い こ と で あ る 。 ユ ー ザ が 、 友 人 が 推 薦 し た 番 組 を 好 き な 場 合 で も 、 こ の ユ ー ザ が 友
人 の プ ロ フ ィ ー ル の あ る 部 分 ま た は す べ て の 部 分 を 得 て 、 か つ こ れ を 、 あ る 方 法 で 自 分 の
プ ロ フ ィ ー ル に 組 み 合 わ せ る た め の 良 い 方 法 が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 出 願 第 09/498271号
【 特 許 文 献 ２ 】
国 際 特 許 公 開 公 報 第 WO 97/4924号
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 ユ ー ザ の 嗜 好 プ ロ フ ィ ー ル に よ り 提 供 さ れ た 選 択 肢 を 、 他 人 の 嗜 好 、 特 に 、 同
じ 家 庭 内 の ユ ー ザ の 嗜 好 に 基 づ い て 拡 張 す る 機 構 を 提 供 す る 。 肯 定 的 お よ び ／ ま た は 否 定
的 な 例 に 基 づ い て 、 選 択 エ ン ジ ン を 生 成 し 、 か つ さ ら に 正 確 化 す る た め の 様 々 な タ イ プ の
機 構 が 知 ら れ て い る 。 バ ー ジ ョ ン 空 間 ア ル ゴ リ ズ ム と 呼 ば れ て い る タ イ プ の 機 構 は 、 デ ー
タ ベ ー ス （ す な わ ち 「 選 択 空 間 」 ） 内 の 利 用 可 能 な す べ て の 可 能 な 選 択 肢 に 関 す る 2種 類
の 説 明 を 保 存 す る 。
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(1) 選 択 空 間 の 最 も 広 い 説 明 で あ る 一 般 的 な 説 明 で あ っ て 、 否 定 的 な 選 択 肢 が す べ て 除 外
さ れ て い る 。
(2) 選 択 空 間 の 最 も 狭 い 説 明 で あ る 特 定 化 さ れ た 説 明 で あ っ て 、 選 択 空 間 内 の 肯 定 的 な 例
を す べ て 含 ん で い る 。
否 定 的 ま た は 肯 定 的 な 例 が 提 供 さ れ る 度 に 、 こ の 例 を 用 い て 、 特 定 化 さ れ た 説 明 ま た は 一
般 化 さ れ た 説 明 が 相 応 に 変 更 さ れ る 。 こ の ア ル ゴ リ ズ ム と 、 バ ー ジ ョ ン 空 間 ア ル ゴ リ ズ ム
に 関 す る さ ら な る 詳 細 は 、 米 国 特 許 出 願 番 号 第 09/794445号 「 番 組 内 容 の 一 般 化 と 専 門 化
に よ る テ レ ビ 番 組 の 推 薦 」 に 記 述 さ れ て い る 。 こ の 米 国 特 許 出 願 は 、 本 明 細 書 に す べ て 完
全 に 説 明 さ れ て い る か の よ う に 、 本 明 細 書 に 参 照 と し て 取 り 入 れ ら れ て い る 、
【 ０ ０ １ ８ 】
一 般 化 さ れ た 説 明 は 、 テ レ ビ 番 組 の 選 択 範 囲 内 で 、 ユ ー ザ が 関 心 を 抱 く 可 能 性 の あ る す べ
て の 可 能 な 番 組 選 択 を 示 す 。 特 定 化 さ れ た 説 明 は 、 ユ ー ザ が 明 ら か に 興 味 を 抱 く す べ て の
可 能 な 番 組 説 明 を 示 す 。 一 般 化 さ れ た 説 明 と 特 定 化 さ れ た 説 明 と の 間 の 説 明 範 囲 は 、 大 き
な も の と な り 得 る 。 さ ら に 、 一 般 化 さ れ た 説 明 は 自 由 度 が 高 く な り 過 ぎ て 、 選 択 肢 の 大 き
な 組 を 妥 当 な 数 に 縮 小 す る こ と が 出 来 な く な る 可 能 性 が あ り 、 か つ 特 定 化 さ れ た 説 明 は 狭
過 ぎ て 、 狭 い 範 囲 の 例 が 捕 ら え る こ と が 出 来 な く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
従 来 技 術 は 、 こ の 混 乱 状 態 か ら ユ ー ザ を 解 放 す る た め の 他 の 方 法 を 提 供 し て い る 。 1つ の
方 法 は 、 一 般 化 さ れ た 説 明 に よ り 定 義 さ れ た 大 き な 空 間 か ら 番 組 コ ン テ ン ツ を 無 作 為 に 選
択 し 、 か つ こ れ ら を ラ ン ク 付 け す る こ と を ユ ー ザ に 求 め る こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 こ
れ は 、 か な り 無 分 別 な 営 み と な り 得 る 。 例 え ば 、 提 供 さ れ て い る 唯 一 の 例 が 英 語 に よ る 例
で あ る と 仮 定 す る 。 ユ ー ザ は 、 英 語 以 外 の 説 明 空 間 内 に あ る コ ン テ ン ツ の 否 定 的 な 例 を 挙
げ て い な い 。 し か し な が ら 、 大 半 の ユ ー ザ は 、 テ レ ビ を 見 る こ と に よ っ て 言 語 範 囲 を 広 げ
る こ と に は 、 気 が 進 ま な い 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 無 作 為 の 選 択 装 置 は 、 英 語 空 間 外
で 例 を 捕 ら え 、 か つ こ れ ら の 例 を ラ ン ク 付 け す る こ と を ユ ー ザ に 求 め る で あ ろ う が 、 僅 か
に 有 効 な 基 準 し か 得 ら れ な い 。 つ ま り 、 こ の 例 が 車 に 関 す る も の 、 ま た は ス ペ イ ン 語 だ っ
た た め に 、 ユ ー ザ は 、 こ の 例 が 気 に 入 ら な か っ た の で あ ろ う か 。 ユ ー ザ は 、 余 り に 多 く の
無 関 係 な 選 択 肢 を ラ ン ク 付 け す る こ と を 求 め ら れ た 場 合 、 直 ぐ に 退 屈 し て し ま う で あ ろ う
。 ユ ー ザ の 一 般 化 さ れ た 説 明 よ り も 、 よ り 狭 い 説 明 か ら 例 を 引 い た 方 が 良 い だ ろ う 。 本 発
明 に よ る と 、 こ れ は 、 特 定 化 さ れ た 説 明 、 ま た は こ の ユ ー ザ と あ る 基 準 で 類 似 し た 他 人 （
例 え ば 、 同 じ 家 庭 内 の ユ ー ザ ） の 説 明 に 影 響 を 与 え る こ と に よ り 、 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 実 施 例 の 場 合 、 ユ ー ザ に よ り 選 択 さ れ た 1人 以 上 の 他 人 の 特 定 化 さ れ た 説 明 の 全 空 間 を
含 ん だ 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 説 明 が 定 義 さ れ る 。 こ の 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 説 明
は 、 ユ ー ザ の 肯 定 的 か つ 否 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク が そ れ に 対 し て 求 め ら れ る テ ス ト ・ サ ン
プ ル を 生 成 す る た め の ソ ー ス ・ フ ィ ル タ と し て 用 い ら れ る 。 他 の 一 実 施 例 の 場 合 、 家 庭 内
の 全 ユ ー ザ の よ う な 一 群 が 自 動 的 に 定 義 さ れ 、 か つ す べ て の 特 定 化 さ れ た 説 明 に よ り 定 義
さ れ る 空 間 を 含 ん だ 、 最 も 狭 い 新 た な 特 定 化 さ れ た 説 明 が 生 成 さ れ る 。 テ ス ト ・ サ ン プ ル
は 、 同 様 に こ の 新 た な 特 定 化 さ れ た 空 間 か ら 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の 両 実 施 例 の 改 良 例 の 場 合 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 内 の 曖 昧 な 特 質 を 区 別 化 す る
テ ス ト ・ サ ン プ ル が 優 先 さ れ る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 に 適 合 す る 、 一 般
化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 説 明 か ら の サ ン プ ル は 既 に 回 避 さ れ て お り 、 か つ こ の 説 明 以 外 の サ
ン プ ル は 好 ま れ る 。 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 が 、 そ れ に 沿 っ て 、 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ
れ た 説 明 と 融 合 す る 次 元 で は 、 後 者 の サ ン プ ル の 方 が 、 明 ら か に よ り 高 い 区 別 力 を 有 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の 方 法 の 別 の 改 良 例 は 、 ユ ー ザ の 一 般 化 さ れ た 説 明 を 用 い て 、 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ
れ た 説 明 を 特 定 化 す る こ と で あ る 。 こ の 一 般 化 さ れ た 説 明 は 、 ユ ー ザ が 好 き で は な い も の
の 貯 蔵 庫 な の で 、 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 説 明 の 空 間 を フ ィ ル タ す る た め の フ ィ ル タ と
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し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
別 の 実 施 例 の 場 合 、 ユ ー ザ の 各 ク ラ ス が 定 義 さ れ 、 か つ 、 共 同 フ ィ ル タ リ ン グ に 似 た 方 法
で 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 が 一 般 化 さ れ 、 原 型 と な る ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 の 空
間 が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 サ ー ビ ス ・ プ ロ バ イ ダ は 、 「 ス ポ ー ツ 狂 」 、 「 血 液 と 内 臓 」 、 「
歴 史 お た く 」 、 「 感 傷 的 で 感 情 的 な も の 」 、 「 科 学 愛 好 家 」 お よ び 「 フ ァ ン タ ジ ー 愛 好 家
」 の よ う な 定 型 概 念 に 対 す る 特 定 化 さ れ た 説 明 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
別 の 実 施 例 の 場 合 、 ユ ー ザ の 説 明 を よ り 正 確 化 す る フ ィ ー ド バ ッ ク 用 の ソ ー ス を 作 成 す る
た め に 、 他 の 特 定 化 さ れ た 説 明 を 用 い る の で は な く 、 他 の 特 定 化 さ れ た 説 明 に 影 響 を 与 え
る 新 た な 特 定 化 さ れ た 説 明 が 作 成 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 説 明 は
、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 の 代 わ り と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 が 、 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 説 明 の 代 わ り と な る 実 施 例 を 支
援 す る ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス の 場 合 、 定 型 概 念 の 試 用 を 、 あ る 期 間 、 ユ ー ザ に 求 め る
こ と が で き る 。 ユ ー ザ が 結 果 を 気 に 入 ら な い 場 合 、 古 い 特 定 化 さ れ た 説 明 を 回 復 す る こ と
が で き る 。 オ プ シ ョ ン で 、 ユ ー ザ は 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 を 一 般 化 す る た め に 定 型
概 念 的 な 説 明 が 適 用 さ れ て い る 間 に 得 ら れ る フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 利 点 を 、 維 持 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 は 、 他 の タ イ プ の 誘 導 エ ン ジ ン に 拡 張 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 他 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら
の 予 測 に 基 づ い て ニ ュ ー ラ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク を ト レ ー ニ ン グ し 、 好 き 嫌 い に 関 す る ニ ュ ー
ラ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 予 測 を 一 般 化 す る こ と が で き る 。 決 定 木 は 、 別 の 決 定 木 に よ り 生 成
さ れ た サ ン プ ル を 加 え た り 、 ま た は よ り 直 接 的 に 別 の 決 定 木 か ら 枝 を 共 有 す る よ う な 公 知
技 術 に よ り 拡 張 可 能 で あ る 。 他 の タ イ プ の 機 械 学 習 も 、 ま だ 未 知 の も の で さ え 、 本 発 明 の
背 後 に あ る 基 本 的 な 概 念 を 利 用 す る こ と が で き る の で 、 本 出 願 の 教 示 内 容 と 組 み 合 わ せ れ
ば 、 当 業 者 の 能 力 の 範 囲 内 と な る は ず で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 を よ り 完 全 に 理 解 す る こ と が で き る よ う に 、 例 示 的 な 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 を
特 定 の 好 ま し い 実 施 例 に 関 連 付 け て 説 明 す る 。 こ れ ら の 図 に 関 し て 強 調 す べ き 点 は 、 図 示
さ れ て い る 特 定 事 項 が 、 例 示 的 な も の で あ り 、 か つ 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 例 示 的 に 解
説 す る こ と し か 目 的 と し て お ら ず 、 か つ 本 発 明 の 原 理 と 概 念 の 側 面 に 関 す る 最 も 有 効 的 で
、 か つ 容 易 に 理 解 さ れ る 説 明 と 考 え ら れ る も の を 提 供 す る た め に 示 さ れ て い る こ と で あ る
。 こ の 点 に 関 し て 、 説 明 を 図 面 と 共 に 理 解 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 幾 つ か の 形 態 を 実
際 に 実 施 可 能 な 方 法 が 当 業 者 に 明 ら か と な る の で 、 本 発 明 の 構 造 的 な 詳 細 を 、 本 発 明 の 基
礎 的 理 解 に 必 要 と さ れ る よ り も 詳 し く 示 す 試 み は さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 1を 参 照 す る と 、 概 念 空 間 100が 、 説 明 上 の 形 式 表 現 に 従 っ て 定 め ら れ て い る 。 例 え ば 、
図 1は 、 各 フ レ ー ム ・ ス ロ ッ ト 内 の 値 に 対 し て ベ ン ・ タ イ プ の 表 現 を 用 い た 、 フ レ ー ム に
基 づ い た デ ー タ 構 造 ま た は 表 現 言 語 を 示 し て い る 。 説 明 の た め 、 フ レ ー ム に 基 づ い た 構 造
内 の 多 数 の ス ロ ッ ト は 、 フ レ ー ム に 基 づ い た 構 造 内 の ス ロ ッ ト の よ う な 記 述 子 構 成 要 素 を
表 す 、 2本 の 軸 （ x 1 と x 2 ） と し て 表 示 さ れ て い る 。 選 択 さ れ た ス ロ ッ ト は ど の よ う な パ ラ
メ ー タ を 表 し て も 良 く 、 か つ こ の 線 図 の 目 的 は 、 パ ラ メ ー タ が 独 立 し て い る か 、 ま た は パ
ラ メ ー タ の 数 が 制 限 さ れ て い る こ と を 示 す こ と で は な い こ と を 、 理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、
軸 X 1 は 、 テ レ ビ 番 組 の タ イ プ （ コ メ デ ィ 、 ド ラ マ 、 ホ ラ ー 、 ス ポ ー ツ な ど ） を 表 示 し 、 か
つ x 2 は 、 俳 優 （ ト ム ・ ク ル ー ズ 、 シ ェ リ ー ・ デ ュ バ ル 、 ロ バ ー ト ・ ワ グ ナ ー な ど ） を 表 す
こ と が で き る 。 説 明 の た め 、 多 く の 異 な る 記 述 子 構 成 要 素 が あ っ て 、 こ れ ら の 各 々 が 、 値
ま た は 値 の 範 囲 を 1つ 以 上 有 し て い て も 良 く 、 か つ 別 の 記 述 構 成 要 素 に 依 存 し て い て も 依
存 し て い な く て も 良 い 、 と い う こ と を 想 像 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
可 能 な 説 明 領 域 （ 概 念 空 間 100） は 、 こ の 形 式 表 現 に 固 有 の 偏 り の み に よ り 制 限 さ れ る 。
こ こ で 、 あ ら ゆ る 可 能 な 説 明 が 、 概 念 空 間 の 最 も 高 い レ ベ ル の 空 白 の 一 般 化 さ れ た 説 明 11
5に 含 ま れ て い る 。 何 か の 学 習 が 行 わ れ る 前 に 、 こ の 単 集 合 の 一 般 化 さ れ た 説 明 115に 、 あ
ら ゆ る 可 能 な 例 が 含 ま れ る 。 概 念 空 間 の 最 も 低 い レ ベ ル に は 、 ユ ー ザ に よ り 提 供 さ れ た 最
初 の 肯 定 的 な 例 し か 含 ま な い 単 集 合 130が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
肯 定 的 な 例 と 否 定 的 な 例 と を 用 い て 、 あ る 期 間 ト レ ー ニ ン グ が 行 わ れ た 後 、 例 え ば 、 参 照
と し て 取 り 入 れ ら れ て い る 上 記 の 出 願 に 解 説 さ れ て い る バ ー ジ ョ ン 空 間 ア ル ゴ リ ズ ム を 利
用 し て 、 も っ と も 最 近 の 特 定 化 さ れ た 説 明 170が 広 げ ら れ 、 こ の 結 果 、 こ の 説 明 170は 、 肯
定 的 な 例 を す べ て 含 ん だ 最 も 狭 い 説 明 の 組 と な る 。 も っ と も 最 近 の 特 定 化 さ れ た 説 明 170
は 、 本 質 的 に 、 否 定 的 な 例 を す べ て 除 外 す る 。 さ ら に 、 ト レ ー ニ ン グ の 後 、 否 定 的 な 例 を
ま っ た く 含 ん で い な い 最 も 広 い 可 能 な 説 明 の 組 で あ る 一 般 化 さ れ た 空 白 の 説 明 115か ら 、
最 新 の 一 般 化 さ れ た 説 明 165が 導 出 済 み と な る 。 こ の 最 新 の 一 般 化 さ れ た 説 明 165は 、 本 質
的 に 、 肯 定 的 な 例 を す べ て 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
最 新 の 特 定 化 さ れ た 説 明 170に よ り 定 義 さ れ て い る 選 択 空 間 か ら の 選 択 肢 に は 、 以 前 の 肯
定 的 な 例 と 類 似 し た 選 択 肢 し か 含 ま れ て い な い 。 し た が っ て 、 最 新 の 特 定 化 さ れ た 説 明 17
0か ら 推 薦 が 導 出 さ れ る 場 合 、 こ れ ら の 推 薦 は 狭 く な り 過 ぎ て し ま う の で 、 ユ ー ザ は 、 狭
過 ぎ る 1組 の 例 に 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク を 与 え て し ま う こ と に よ り 、 自 分 の 型 に は ま り
込 ん で し ま う で あ ろ う 。 こ の よ う な 場 合 、 ユ ー ザ は 、 広 過 ぎ る 一 般 化 さ れ た 説 明 を 有 す る
こ と も あ り 得 る の で 、 こ の 一 般 化 さ れ た 説 明 が 、 広 過 ぎ る 空 間 に 拡 張 さ れ て し ま う 場 合 が
あ る 。 こ れ ら の 極 端 な 場 合 の 間 に は 、 バ ー ジ ョ ン 空 間 101と 呼 ば れ る 空 間 が あ る 。 こ れ は
、 ユ ー ザ が 好 む 可 能 性 が あ る 対 象 事 項 に 対 す る 可 能 な 説 明 を 定 義 し た も の で 、 一 般 化 さ れ
た 説 明 か ら 特 定 化 さ れ た 説 明 に 移 動 す る に つ れ て 、 確 実 性 が 増 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 図 2A～ 2Cを 参 照 す る と 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 280と 別 の 特 定 化 さ れ た 説 明 285
と を 合 わ せ る こ と に よ り 、 新 た な 特 定 化 さ れ た 説 明 290が 導 出 さ れ て い る 。 別 の 特 定 化 さ
れ た 説 明 285は 、 例 え ば 、 定 型 概 念 的 な 説 明 ま た は 別 の ユ ー ザ の 説 明 で 良 い 。 こ こ で 、 範
囲 110、 115、 120、 125の 統 合 体 で あ る ユ ー ザ の 組 に 、 範 囲 210、 215、 220、 225の 統 合 体 で
あ る 他 の 組 が 組 み 合 わ さ れ る 。 こ の 結 果 、 図 2Cに 示 さ れ て い る 、 隣 接 す る 範 囲 250、 255、
260、 265、 270、 215の 統 合 体 に よ り 定 め ら れ た 組 が 得 ら れ る 。 よ り 正 確 に は 、 こ の 新 た な
説 明 と は 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 280が 、 他 の 特 定 化 さ れ た 説 明 285に 含 ま れ て い る 対
象 事 項 を 除 外 し な い よ う に 生 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 一 般 化 さ れ た 特 定 化 さ れ た 領 域 に
は 、 こ の ユ ー ザ と 同 じ 家 庭 内 の 他 の ユ ー ザ の 、 複 数 の 他 の 特 定 化 さ れ た 領 域 が 含 ま れ る こ
と が 好 ま し い 点 に 留 意 さ れ た い 。 家 庭 内 の 他 の ユ ー ザ と 一 貫 し た 方 法 で 拡 張 す る こ と に よ
り 、 ユ ー ザ 自 身 の プ ロ フ ィ ー ル よ り も 良 好 な 予 測 が 可 能 と な る こ と が 見 い 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
型 に 陥 っ て し ま っ て い る プ ロ フ ィ ー ル を 拡 張 す る た め に 追 加 的 な ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル を
用 い る こ と を 、 ユ ー ザ が 選 択 で き る よ う に す る こ と が で き る 。 ユ ー ザ の オ プ シ ョ ン を 拡 張
す る た め に 用 い ら れ る 、 一 群 の ユ ー ザ ・ プ ロ フ ィ ー ル 、 定 型 概 念 化 さ れ た プ ロ フ ィ ー ル 、
ま た は 一 つ 以 上 の 特 定 の プ ロ フ ィ ー ル を 選 択 す る オ プ シ ョ ン を 、 ユ ー ザ に 提 供 す る こ と が
で き る 。 他 の プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 、 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル を 永 久 に 変 更 し た り 、 ま た は
単 に ユ ー ザ 毎 に 選 択 範 囲 を 広 げ て も 良 い 。 ま た 、 学 習 エ ン ジ ン が 、 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル
が 型 に 陥 っ て し ま っ た こ と を 検 出 し 、 か つ 、 家 族 員 す べ て の 特 定 化 さ れ た 説 明 を 加 え る こ
と に よ り 修 正 処 置 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ は 、 プ ロ フ ィ ー ル の タ イ プ に 応 じ て 、 様
々 に 決 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 特 徴 -値 -得 点 -タ イ プ の プ ロ フ ィ ー ル の 場 合 、 特 徴 -
値 -得 点 の 記 録 を 僅 か し か 有 さ な い プ ロ フ ィ ー ル を 、 型 に は ま っ て い る と し て 識 別 す る こ
と が で き る 。 概 念 空 間 内 で は 、 非 常 に 特 定 化 さ れ て い る 特 定 化 さ れ た 説 明 な ら 、 こ の プ ロ
フ ィ ー ル が 型 に は ま っ て い る こ と を 示 す だ ろ う 。 同 じ 年 齢 の 家 族 員 を 区 別 し 、 か つ こ れ ら
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の 家 族 員 が 同 様 の 年 齢 部 類 に い る 場 合 し か 、 説 明 を 共 有 し な い こ と が 適 切 な 場 合 が あ る こ
と に 、 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
従 来 技 術 で 公 知 の よ う に 、 シ ス テ ム は 、 無 作 為 に 選 択 さ れ た 新 た な 例 に 対 す る フ ィ ー ド バ
ッ ク を 求 め る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 方 策 は 、 否 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク
が 返 さ れ た 題 材 が 含 ま れ て し ま う 可 能 性 が あ り 、 か つ 大 き 過 ぎ る 可 能 な 対 象 事 項 の 空 間 が
含 ま れ て し ま う 可 能 性 が あ る の で 、 実 用 的 で は な く な っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 大 半 が 否
定 的 な 例 が 見 つ か り 、 ユ ー ザ が 失 望 し 、 か つ 関 心 を な く し て し ま う 可 能 性 が 高 い 。 こ れ に
代 え て 、 最 新 の 一 般 化 さ れ た 説 明 165を 、 新 た な 例 に 対 す る フ ィ ル タ と し て 用 い る こ と が
で き る 。 し か し な が ら 、 最 新 の 一 般 化 済 み の 説 明 165は 、 実 用 化 す る に は 大 き 過 ぎ 可 能 性
の あ る 空 間 を 、 や は り 定 義 し て し ま う か も 知 れ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 問 題 に 対 す る 方 法 の 1つ は 、 別 の ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 を フ ィ ル タ と し て 用 い て
、 フ ィ ー ド バ ッ ク を 求 め る こ と で あ る 。 シ ス テ ム は 、 別 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル の 特 定 化
さ れ た 説 明 を 、 新 た な 題 材 を 選 択 す る た め の フ ィ ル タ と し て 用 い 、 か つ こ の 新 た な 題 材 に
対 す る ユ ー ザ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 求 め て も 良 い 。 図 3A～ 3Dを 参 照 す る と 、 ユ ー ザ が 既 に フ
ィ ー ド バ ッ ク を 返 し て い る 題 材 を テ ス ト 例 か ら 除 外 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 ユ
ー ザ の 一 般 化 さ れ た 説 明 165内 と ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 170内 の 対 応 す る 部 分 を 、 他 の
特 定 化 さ れ た 説 明 285か ら 除 去 し て 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 の 新 た な テ ン プ レ ー ト 315を 設 け て
も 良 い 。 こ れ ら の 図 中 に は 、 他 の 特 定 化 さ れ た 説 明 170が 1つ し か 示 さ れ て い な い が 、 任 意
数 の 特 定 化 さ れ た 説 明 の 統 合 体 を 用 い て 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 用 の テ ン プ レ ー ト が 生 成 可 能 で
あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ユ ー ザ が 他 人 の プ ロ フ ィ ー ル を 利 用 し て 、 ユ ー ザ 自 身 の プ ロ フ ィ ー ル を 拡 大 す る こ と が 可
能 に な る こ と に 関 す る 重 要 な 論 点 の 1つ は 、 こ の プ ロ セ ス に 対 す る 支 配 感 覚 を ユ ー ザ に 与
え て し ま う こ と で あ る 。 こ こ で 、 主 な 懸 念 事 項 は 、 お そ ら く 、 他 人 が 行 う 可 能 性 が あ る こ
と が 、 ユ ー ザ に 明 ら か に な っ て し ま う こ と だ ろ う 。 他 人 の プ ロ フ ィ ー ル に 影 響 を 与 え る こ
と を 、 透 過 的 に 行 っ て 良 い 場 合 も あ る 。 例 え ば 、 推 薦 装 置 は 、 ユ ー ザ の 個 人 プ ロ フ ィ ー ル
に し か 依 存 し な い の で は な く 、 こ の ユ ー ザ と 同 じ 家 庭 内 の 他 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル か ら
導 出 さ れ た 推 薦 を 含 め て も 良 い 。 こ れ を 、 あ る 時 間 だ け 、 ま た は 常 時 行 う こ と が で き る 。
勿 論 、 フ ィ ー ド バ ッ ク が 得 ら れ た 場 合 は 、 常 に こ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 用 い て 、 個 人 ユ ー ザ
の プ ロ フ ィ ー ル を よ り 正 確 化 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 の 説 明 は 、 バ ー ジ ョ ン 空 間 ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 示 さ れ て い る 比 喩 的 な 用 語 と 図 を 用 い
て い る が 、 本 発 明 は 、 他 の タ イ プ の 推 薦 装 置 シ ス テ ム に も 適 用 可 能 で あ る 。 第 一 ユ ー ザ が
、 別 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル に よ り 推 薦 さ れ た 例 を 気 に 入 っ た と 仮 定 す る 。 第 一 ユ ー ザ が
他 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 、 自 分 の プ ロ フ ィ ー ル を 変 更 す る こ と を 可 能 に す る 方
法 の １ つ は 、 他 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル を 用 い て 生 成 さ れ 提 案 さ れ た 番 組 に 対 し て 、 他 の
ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル を 用 い 、 か つ 第 一 ユ ー ザ が こ れ ら の 番 組 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 で
き る よ う に す る こ と で あ る 。 こ れ は 、 推 薦 エ ン ジ ン と の 互 換 性 が こ れ ら の 番 組 に ま っ た く
な く て も 、 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル を 拡 張 す る た め の 別 の 方 策 は 、 別 の ユ ー ザ の 一 般 化 さ れ た 説 明 を 、
ユ ー ザ の 一 般 化 さ れ た 説 明 の 代 わ り に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 5を 参 照 す る と 、 映 像 信 号 470を 受 信 し 、 か つ チ ャ ネ ル 変 更 機 能 を 制 御 し 、 か つ ユ ー ザ が
、 テ レ ビ の チ ュ ー ナ 430で は な く 、 コ ン ピ ュ ー タ 440に リ ン ク さ れ た チ ュ ー ナ 445に よ る チ
ャ ネ ル 選 択 を 可 能 に す る た め に 設 け ら れ た コ ン ピ ュ ー タ 440が 、 本 発 明 を 支 援 す る こ と が
で き る ハ ー ド ウ エ ア 環 境 の 例 に 含 ま れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 次 に 、 コ ン ピ ュ ー タ を 制 御 す る
遠 隔 制 御 装 置 410を 用 い て 、 表 示 さ れ た 番 組 予 定 か ら 所 望 の 選 択 肢 を 強 調 す る こ と に よ り
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、 視 聴 す べ き 番 組 を 選 択 す る こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ 440は 、 更 新 済 み の 番 組 予 定 デ
ー タ を 、 コ ン ピ ュ ー タ 440が そ れ を 介 し て 受 信 す る こ と が で き る デ ー タ ・ リ ン ク 460を 有 す
る 。 こ れ を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ・ サ ー ビ ス ・ プ ロ バ イ ダ に 接 続 可 能 な 電 話 線 、 ま た は 他 の 適
切 な 何 ら か の デ ー タ 接 続 と す る こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ 440は 、 番 組 予 定 情 報 、 番 組
用 途 と 更 新 内 容 、 お よ び 他 の 情 報 を 格 納 す る た め の 、 大 量 格 納 装 置 435（ 例 え ば 、 ハ ー ド
デ ィ ス ク ） を 有 す る 。 ユ ー ザ の 嗜 好 に 関 す る 情 報 と 他 の デ ー タ は 、 メ モ リ ・ カ ー ド ま た は
デ ィ ス ク 420の よ う な 取 り 外 し 可 能 な 媒 体 を 介 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ 440に ア ッ プ ロ ー ド 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 の 例 示 的 な ハ ー ド ウ エ ア 環 境 の 場 合 、 多 く の 代 替 例 が 可 能 で あ り 、 か つ こ れ ら は す べ
て 、 本 発 明 に 関 連 付 け て 使 用 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 大 量 格 納 装 置 は 、 揮 発 性 メ
モ リ ま た は 不 揮 発 性 メ モ リ に 置 換 可 能 で あ る 。 デ ー タ は 、 局 所 的 ま た は 遠 隔 的 に 格 納 可 能
で あ る 。 事 実 、 コ ン ピ ュ ー タ 440の 全 体 を 、 リ ン ク を 介 し て 離 れ て 動 作 す る サ ー バ に 置 換
す る こ と が で き る 。 遠 隔 制 御 装 置 は 、 赤 外 線 ポ ー ト 415を 介 し た コ ン ピ ュ ー タ 440へ の 指 令
送 信 を 行 う た め に 使 用 す る の で は な く 、 映 像 を 伝 え る 物 理 チ ャ ネ ル か ら 分 離 さ せ た り 、 ま
た は 映 像 を 伝 え る 物 理 チ ャ ネ ル と 同 じ に す る こ と が で き る デ ー タ ・ チ ャ ネ ル 460を 介 し て
、 指 令 を 送 信 す る こ と が で き る 。 映 像 470ま た は 他 の コ ン テ ン ツ は 、 ケ ー ブ ル （ RF） 、 ま
た は 他 の 任 意 の ブ ロ ー ド バ ン ド 物 理 チ ャ ネ ル で 伝 え た り 、 ま た は 大 容 量 記 憶 装 置 ま た は 取
り 外 し 可 能 な 格 納 媒 体 か ら 得 る こ と が で き る 。 映 像 470ま た は 他 の コ ン テ ン ツ は 、 電 話 回
線 の よ う な ス イ ッ チ さ れ て い る 物 理 チ ャ ネ ル 、 ま た は 同 期 デ ー タ 通 信 に 適 し た ATMま た は
他 の ネ ッ ト ワ ー ク の よ う な 仮 想 的 に ス イ ッ チ さ れ て い る チ ャ ネ ル に よ り 、 伝 え る こ と が で
き る 。 コ ン テ ン ツ を 非 同 期 化 し 、 か つ ド ロ ッ プ ア ウ ト に 対 す る 耐 性 を 有 す る こ と に よ り 、
現 代 の IPネ ッ ト ワ ー ク が 利 用 可 能 と な る 。 さ ら に 、 番 組 の コ ン テ ン ツ が そ れ を 介 し て 受 信
さ れ る ラ イ ン の コ ン テ ン ツ は 、 音 声 、 チ ャ ッ ト 対 話 デ ー タ 、 ウ ェ ブ サ イ ト 、 ま た は 様 々 な
選 択 肢 が 可 能 な 他 の い か な る 種 類 の コ ン テ ン ツ と す る こ と が で き る 。 番 組 ガ イ ド ・ デ ー タ
は 、 独 立 し た デ ー タ ・ リ ン ク 460以 外 の チ ャ ネ ル を 介 し て 受 信 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 番 組
ガ イ ド 情 報 は 、 映 像 ま た は 他 の コ ン テ ン ツ と 同 じ 物 理 チ ャ ネ ル を 介 し て 受 信 可 能 で あ る 。
メ モ リ ・ カ ー ド ま た は デ ィ ス ク 420の よ う な 取 り 外 し 可 能 な デ ー タ 格 納 媒 体 を 介 し て 、 番
組 ガ イ ド 情 報 を 提 供 す る こ と も で き る 。 遠 隔 制 御 装 置 410は 、 キ ー ボ ー ド 、 音 声 指 令 イ ン
タ ー フ ェ ー ス 、 3Dマ ウ ス 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 、 ま た は 他 の 任 意 の 適 切 な 入 力 装 置 に 置 換 可
能 で あ る 。 強 調 用 イ ン ジ ケ ー タ を 移 動 し た り 、 選 択 肢 を 記 号 （ 例 え ば 、 名 前 ま た は 数 ） で
識 別 し た り 、 ま た は 、 デ ー タ 伝 送 ま た は 取 り 外 し 可 能 な 媒 体 を 介 し た バ ッ チ 形 態 で の 選 択
を 行 う こ と に よ り 、 選 択 を 行 う こ と が で き る 。 取 り 外 し 可 能 な 媒 体 の 場 合 、 1つ 以 上 の 選
択 肢 を あ る 形 態 で 格 納 し 、 表 示 装 置 170を 完 全 に バ イ パ ス さ せ て コ ン ピ ュ ー タ 440に 伝 送 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 バ ッ チ ・ デ ー タ は 、 携 帯 型 格 納 デ バ イ ス （ 例 え ば 、 携 帯 情 報 端
末 、 メ モ リ ・ カ ー ド 、 ま た は ス マ ー ト ・ カ ー ド ） か ら ロ ー ド 可 能 で あ る 。 こ の よ う な デ バ
イ ス は 、 様 々 な 環 境 で 用 い る た め の 多 く の 嗜 好 を 格 納 し て 、 使 用 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ 装 置
を カ ス タ ム 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
幾 つ か の タ イ プ の プ ロ フ ァ イ リ ン グ 機 構 は 、 こ れ ら の 内 部 に あ る 対 象 説 明 を 、 抽 象 的 説 明
と し て 表 示 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 フ レ ー ム に 基 づ い た デ ー タ 構 造 の 場 合 、 異 な る ス
ロ ッ ト に タ イ ト ル を 関 連 付 け る こ と に よ り 、 1ユ ー ザ が 別 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル を 調 べ
る こ と が 実 際 に 可 能 と な る 。 ス ロ ッ ト は 独 立 し て い な い の で 、 任 意 の 1つ の ス ロ ッ ト を 選
択 し た こ と に よ る 影 響 が 、 他 の ス ロ ッ ト 内 で 可 能 と な っ て い る 選 択 肢 に 影 響 を 与 え る 可 能
性 が あ る が 、 プ ロ フ ィ ー ル の 構 成 方 法 の 有 意 な 見 方 を ユ ー ザ に 示 す こ と は 、 必 ず し も 容 易
な 作 業 で は な い 。 例 え ば 、 俳 優 の ト ム ・ ク ル ー ズ が ユ ー ザ の お 気 に 入 り で あ る こ と を 示 す
特 定 化 さ れ た 説 明 を 、 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル に 含 め て も 良 い 。 し か し な が ら 、 肯 定 的 な フ
ィ ー ド バ ッ ク が 与 え ら れ た 例 は 、 ア ク シ ョ ン ・ タ イ プ の 映 画 に 限 定 さ れ て い る 。 し た が っ
て 、 ユ ー ザ が ト ム ・ ク ル ー ズ を 好 き だ と 言 う こ と は 出 来 な い 。 ユ ー ザ は 、 特 定 タ イ プ の 映
画 で の ト ム ・ ク ル ー ズ し か 好 き で は な い 、 と い う こ と か も 知 れ な い 。 上 記 の 例 は 、 単 純 な
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も の で あ る 。 実 際 の 実 施 例 は 、 非 常 に 複 雑 と な る 可 能 性 が あ る の で 、 ユ ー ザ に 示 す こ と は
困 難 と な る 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 複 数 パ ラ メ ー タ 空 間 を 定 義 し て い る 関 心 事 の ス ロ ッ ト
を 有 す る リ ン ク さ れ て い る ス ロ ッ ト を 、 す べ て 示 さ な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 し か し な が
ら 、 正 確 度 を 100%に す る こ と が 目 標 で は な い と 考 え る べ き で あ る 。 目 標 は 、 単 に 、 ユ ー ザ
が 他 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル の あ る 側 面 し か 借 り る こ と が 出 来 な い よ う に す る こ と で 良 く
、 か つ こ の 側 面 の 特 徴 付 け を そ れ 程 完 全 な も の に す る 必 要 は な い 。 シ ス テ ム は 、 た っ た 1
本 の ス ロ ッ ト 内 の 値 に 基 づ い て 変 更 に タ グ を 付 け る こ と に よ り 、 多 く の 他 の ス ロ ッ ト に 結
合 さ れ た 特 定 の ス ロ ッ ト に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル の 変 更 を 行 う こ と が で き る 。
し た が っ て 、 第 二 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル が ト ム ・ ク ル ー ズ に 対 す る 著 し い 嗜 好 を 示 し て い
る こ と を シ ス テ ム が 第 一 ユ ー ザ に 示 し た 場 合 、 第 一 ユ ー ザ は 、 こ の 嗜 好 に 基 づ い て 自 分 の
プ ロ フ ィ ー ル を 変 更 す る こ と を 承 諾 す る 際 に 、 自 分 の プ ロ フ ィ ー ル を 拡 張 す る こ と が で き
る 。 こ の 結 果 、 シ ス テ ム は 、 第 二 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル に 内 在 す る 付 随 的 な 予 告 記 載 す べ
て に 結 合 さ れ て い る ト ム ・ ク ル ー ズ の 例 を 推 薦 す る こ と が 可 能 と な る 。 換 言 す る と 、 示 さ
れ て い る 例 の 場 合 、 第 一 ユ ー ザ に 対 し て 、 ト ム ・ ク ル ー ズ を 望 ん で お り 、 か つ ト ム ・ ク ル
ー ズ を 見 た い が ア ク シ ョ ン 映 画 で の ト ム ・ ク ル ー ズ に 限 定 す る か 、 と い う 問 い 合 わ せ が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
バ ー ジ ョ ン 空 間 ア ル ゴ リ ズ ム の 下 で 条 件 付 け ら れ た 、 フ レ ー ム に 基 づ い た デ ー タ 構 造 の 場
合 、 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル の 特 徴 を 決 定 付 け る 「 ト ム ・ ク ル ー ズ 」 の よ う な ラ ベ ル は 、 あ
る 値 （ 例 え ば 、 他 の ス ロ ッ ト 内 の 値 と 何 度 も 組 み 合 わ さ れ て い る よ う に 見 え る 「 ト ム ・ ク
ル ー ズ 」 ） を 選 択 す る こ と に よ り 識 別 可 能 と な る 。 換 言 す れ ば 、 こ の ス ロ ッ ト 値 が 特 定 化
さ れ た 説 明 内 で 発 生 す る 率 は 高 く な る 。 図 4Aと 図 4Bに は 、 1つ の プ ロ フ ィ ー ル か ら 別 の プ
ロ フ ィ ー ル へ の 説 明 情 報 の 移 植 を ユ ー ザ が 制 御 す る こ と を 可 能 に す る た め の こ の 機 構 が 示
さ れ て い る 。 こ こ で 、 例 え ば 、 ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 と す る こ と が で き る ユ ー ザ の 説
明 が ス キ ャ ン さ れ 、 か つ そ の 様 々 な 部 分 が 、 主 な 特 徴 に 従 っ て ラ ベ ル 付 け さ れ る 。 図 示 さ
れ て い る の は 、 部 分 210へ の 「 ト ム ・ ク ル ー ズ 」 と い う ラ ベ ル 付 け で あ る 。 比 喩 的 に 説 明
す る と 、 デ ー タ 構 造 x 1 の 一 方 の 次 元 は 、 俳 優 に 対 応 さ せ て 良 い 。 他 方 の 次 元 x 2 は 、 映 画 ま
た は 何 か 他 の も の の タ イ プ の よ う な 他 の パ ラ メ ー タ に 対 応 す る と 見 な し て 良 い 。 「 ト ム ・
ク ル ー ズ 」 と い う 値 は 、 他 の パ ラ メ ー タ の 複 数 の 値 に 関 連 付 け ら れ て 選 択 さ れ て い る の で
、 重 要 な 特 徴 -値 で あ る と 推 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
説 明 部 分 210は 、 他 の 図 中 の 他 部 分 と 同 様 、 隣 接 し た 閉 空 間 と し て 示 さ れ 、 近 接 し た 範 囲
を 示 し て い る が 、 こ の よ う な 特 徴 は 、 デ ー タ が 対 象 説 明 内 で ど の よ う に 表 さ れ る の か を 表
し て い て も い な く て も 良 い 点 に 留 意 さ れ た い 。 フ レ ー ム に 基 づ い た モ デ ル の 場 合 、 各 特 徴
ま た は 各 ス ロ ッ ト は 、 別 々 の 値 を 有 し て い て も 良 く 、 か つ デ ー タ ・ セ ッ ト が 210の よ う な
閉 空 間 を 形 成 す る 傾 向 を 示 す よ う に 、 近 接 し た 特 徴 間 に は 何 の 関 係 も な く て 良 い 。 こ れ は
、 説 明 の た め に 取 り 入 れ た 、 単 な る 抽 象 概 念 で あ る 。 こ の 閉 空 間 の 唯 一 の 側 面 は 、 「 ト ム
・ ク ル ー ズ 」 と い う 値 が 、 そ の 重 要 性 を 示 す 次 元 x 2 に 沿 っ た 他 の 特 徴 の 複 数 の 値 に 関 連 付
け ら れ て い る 事 実 が 、 閉 空 間 の 330と 示 さ れ て い る 寸 法 の 長 さ に よ り 示 さ れ て い る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
他 の タ イ プ の デ ー タ 構 造 の 場 合 、 プ ロ フ ィ ー ル の 各 部 分 に ラ ベ ル を 付 け る 機 構 は 、 容 易 に
識 別 さ れ る だ ろ う 。 例 え ば 、 特 徴 -値 の 対 を 格 納 す る シ ス テ ム の 場 合 、 重 要 な 特 徴 に ラ ベ
ル を 付 け 、 か つ こ の 特 徴 を 別 の プ ロ フ ィ ー ル に 移 植 す る こ と が 、 さ ら に 容 易 と な る 。 図 6
を 参 照 す る と 、 こ の よ う な シ ス テ ム の 場 合 、 ユ ー ザ は 、 あ る 選 択 を 好 き ま た は 嫌 い と ラ ン
ク 付 け す る た め に フ ィ ー ド バ ッ ク を 提 供 し 、 か つ オ プ シ ョ ン で 、 好 き ま た は 嫌 い の 程 度 を
含 め る 。 例 え ば 、 シ ス テ ム は 1～ 7の 得 点 を 用 い （ 4を 、 ど ち ら で も な い 、 と す る ） 、 1～ 3
で 嫌 い の 程 度 を 表 し 、 か つ 5～ 7で 好 み の 程 度 を 表 す こ と が で き る 。 ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ
ー ス （ UI） 500は 、 番 組 を 一 覧 に し 、 か つ フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 を 受 け 入 れ る た め に 用 い ら
れ る 。 こ れ に 代 え て 、 UI 500を 、 番 組 が 終 了 し た 場 合 ま た は ユ ー ザ が 他 の 番 組 に 切 り 換 え
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た 場 合 に 、 番 組 に 対 す る フ ィ ー ド バ ッ ク を 返 す こ と を ユ ー ザ に 求 め る 単 純 な プ ロ ン プ ト と
し て も 良 い 。 こ の プ ロ ン プ ト の タ イ プ は 、 あ る 状 況 ま た は あ ら ゆ る 状 況 に お い て 、 必 要 な
場 合 、 ユ ー ザ が プ ロ ン プ テ ィ ン グ を 無 効 化 す る こ と を 可 能 に す る 嗜 好 の 組 に 従 属 す る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
フ ィ ー ド バ ッ ク UI 500の 各 例 に よ り 生 成 さ れ た 情 報 は 、 そ の 選 択 に 関 連 付 け ら れ た 得 点 を
有 す る 、 1つ 以 上 の 選 択 肢 555（ テ レ ビ 用 デ ー タ ベ ー ス の 場 合 は 、 番 組 ） と な る 。 こ の 情 報
を 用 い て 、 こ の よ う な エ ン ト リ を 多 数 含 む こ と が で き る フ ィ ー ド バ ッ ク 履 歴 フ ァ イ ル 505
が 満 た さ れ る 。 次 に 、 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ デ ー タ 560を 、 プ ロ フ ァ イ ラ 550に 適 用 す る こ と が
で き る 。 こ れ に 代 え て 、 こ の デ ー タ を 最 初 に プ ロ フ ァ イ ラ 550内 で 圧 縮 し 、 か つ 次 に フ ィ
ー ド バ ッ ク ・ プ ロ フ ィ ー ル ・ デ ー タ ベ ー ス 525内 に 格 納 す る こ と に よ り 、 圧 縮 形 式 で 格 納
す る こ と が で き る 。 こ の 圧 縮 デ ー タ を 、 2000年 2月 4日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 09/498
271号 「 ベ イ ジ ア ン ・ テ レ ビ 番 組 推 薦 装 置 （ BAYESIAN TV SHOW RECOMMENDER） 」 に 解 説 さ
れ て い る ラ ン ク 付 け を 各 々 が 有 す る 、 1組 の 特 徴 -値 の 対 565と し て も 良 い 。 選 択 が 行 わ れ
る と 、 対 応 す る 得 点 を 有 す る 幾 つ か の （ M個 の ） 特 徴 -値 の 対 565を 生 じ る こ と が で き る 。
肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク と 否 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク と の 両 方 が 得 ら れ る よ う に 、 ユ ー ザ は
、 好 き な 番 組 と 嫌 い な 番 組 の 両 方 を 評 価 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 見 る た め に 選 択 さ
れ た 番 組 に し か フ ィ ー ド バ ッ ク が 提 供 さ れ な い た め に 、 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク し か 得 ら
れ な い 場 合 、 否 定 的 な 要 因 は デ ー タ ベ ー ス に 存 在 す る こ と が 出 来 な い 。 こ の こ と は 、 こ の
選 択 が 行 わ れ た の と 同 時 に 、 利 用 可 能 な 番 組 の サ ブ セ ッ ト を 選 択 す る こ と に よ り 、 1組 の
否 定 的 な 選 択 肢 を シ ス テ ム に 生 成 さ せ る こ と に よ っ て 、 改 良 す る こ と が で き る 。 述 べ ら れ
て い る よ う に 、 ユ ー ザ が 、 肯 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク と 否 定 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク と を 均 等 に
提 供 す る こ と に よ り 、 否 定 的 な 選 択 肢 を 自 動 的 に サ ン プ リ ン グ す る 必 要 を な く す こ と が 好
ま し い 。 こ れ ら の 各 々 の 特 徴 -値 の 計 数 は 、 減 少 す る だ ろ う 。 多 く の 選 択 肢 に 渡 っ て 格 納
さ れ た こ の デ ー タ を 、 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ プ ロ フ ィ ー ル ・ デ ー タ ベ ー ス 525内 に 格 納 す る こ
と が で き る 。 次 に 、 番 組 デ ー タ ベ ー ス 520か ら 導 出 さ れ た 候 補 一 覧 に 基 づ い て 推 薦 装 置 580
が 推 薦 を 行 う と 、 N個 の 記 録 全 体 555が 利 用 可 能 と な る 。 こ の プ ロ セ ス の 結 果 、 最 終 的 に 、
番 組 デ ー タ ベ ー ス 520か ら 得 る こ と が で き る 選 択 肢 が フ ィ ル タ ま た は 分 類 さ れ た 一 覧 575が
得 ら れ る 。 こ の 推 薦 装 置 は 、 ベ イ ジ ア ン ・ フ ィ ル タ ま た は 他 の 任 意 の 予 測 装 置 で 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 7を 参 照 す る と 、 図 6と 非 常 に 類 似 し た プ ロ セ ス を 用 い て 、 特 徴 -値 の 対 に よ る プ ロ フ ィ
ー ル ・ デ ー タ ベ ー ス を 生 成 す る こ と が で き る 。 こ の 予 測 装 置 は 、 背 景 技 術 の 部 分 で 説 明 さ
れ て い る 第 一 タ イ プ の も の で あ る 。 こ こ で 、 ユ ー ザ が 選 択 す る 番 組 選 択 肢 が 推 定 さ れ 、 番
組 選 択 肢 に 対 す る 肯 定 的 な 得 点 が 示 さ れ る 。 ユ ー ザ が 選 択 を 行 う と 、 結 果 的 に 、 オ プ シ ョ
ン で 得 点 が 添 付 す る 、 特 定 の 番 組 665が 得 ら れ る 。 こ の 結 果 に は 、 ユ ー ザ の 反 応 の 仕 方 か
ら 推 定 さ れ る 得 点 を 含 め る こ と も で き る 。 ユ ー ザ が 番 組 を 最 後 ま で 見 た 場 合 、 得 点 を 上 げ
、 か つ 短 時 間 し か 見 な か っ た 場 合 、 得 点 を 下 げ て 良 い 。 番 組 が こ れ ら の 二 つ の 間 の 期 間 だ
け 見 ら れ た 場 合 、 得 点 の 大 き さ を 中 程 度 に す る こ と が で き る 。 こ れ に 代 え て 、 見 ら れ た 番
組 は 正 の 得 点 を 受 け 、 か つ 見 ら れ な か っ た 番 組 を 無 作 為 に サ ン プ リ ン グ し た も の は 、 （ オ
プ シ ョ ン で 同 時 に ） 負 の 得 点 を 得 る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
視 聴 履 歴 デ ー タ ベ ー ス 510は 、 番 組 と 得 点 を 格 納 す る 。 記 録 670は 、 得 点 が 添 付 さ れ た 特 徴
-値 の 対 675を 生 成 す る 、 プ ロ フ ァ イ ラ 595に 供 給 さ れ る 。 得 点 が 添 付 さ れ た 特 徴 -値 の 対 67
5は 、 内 在 的 プ ロ フ ィ ー ル の デ ー タ ベ ー ス 530内 に 格 納 す る こ と が で き る 。 内 在 的 プ ロ フ ィ
ー ル の デ ー タ ベ ー ス 530の コ ン テ ン ツ 680は 、 次 に 、 推 薦 装 置 620に よ る 利 用 が 可 能 と な る
。 推 薦 装 置 620は 、 こ れ ら の コ ン テ ン ツ を 、 最 新 の 番 組 520か ら の デ ー タ に 組 み 合 わ せ 、 推
薦 685を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の タ イ プ の プ ロ フ ァ イ ラ の 場 合 、 特 徴 を 結 合 し な い こ と に よ り 、 1つ の プ ロ フ ィ ー ル か
ら 別 の プ ロ フ ィ ー ル に 移 植 可 能 な デ ー タ 部 分 へ の ラ ベ ル 付 け の 問 題 は 単 純 化 さ れ る 。 し た
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が っ て 、 「 俳 優 」 と い う 特 徴 と 「 ト ム ・ ク ル ー ズ 」 と い う 値 は 、 対 象 の プ ロ フ ィ ー ル 内 で
目 立 つ よ う に な る の で 、 識 別 が 容 易 に な る 。 な ぜ な ら ば 、 そ の 特 徴 -値 の 対 に は 、 高 得 点
が 関 連 付 け ら れ る か ら で あ る 。 ユ ー ザ に は 、 別 の ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル の そ の 側 面 を 選 択
し て 自 分 の プ ロ フ ィ ー ル に 移 植 す る オ プ シ ョ ン を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 結 果 、
ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル 内 の 対 応 す る 特 徴 -値 の 対 に 関 連 付 け ら れ て い る 得 点 は 、 調 整 さ れ
る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
プ ロ フ ィ ー ル が 型 に は ま っ て い る ユ ー ザ を 広 げ る た め に 、 特 徴 -値 -得 点 タ イ プ の デ ー タ を
組 み 合 わ せ る こ と は 、 型 に は ま っ て い な い ユ ー ザ の デ ー タ ベ ー ス 内 で は 高 得 点 を 有 す る 特
徴 -値 の 対 の 得 点 を 、 型 に は ま っ て い る ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル 内 で 高 め る 問 題 と な る だ ろ
う 。 こ の 場 合 も 、 型 に は ま っ て い る ユ ー ザ が 、 変 更 す べ き 特 徴 -値 を 選 択 す る こ と が で き
る よ う に 、 ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 生 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に 代 え て 、 ユ ー ザ は
、 こ れ を 目 に 見 え な い よ う に 行 わ せ る こ と が で き る 。 別 の 代 替 手 段 は 、 こ の 変 更 を 一 時 的
に し か 行 わ な い こ と に よ り 、 こ の 変 更 を 試 み る こ と が 可 能 で あ る 。 型 に 陥 っ て し ま う 問 題
に 対 処 す る 別 の 方 法 は 、 ユ ー ザ の プ ロ フ ィ ー ル に 関 連 付 け ら れ て い る 非 常 に 高 い 得 点 を 何
れ も 調 整 す る こ と で あ る 。 ユ ー ザ は 、 こ れ を 選 択 的 に 行 う こ と が で き る 。 ユ ー ザ ・ イ ン タ
ー フ ェ ー ス は ユ ー ザ に 対 し て 、 ど の 特 徴 -値 が 、 （ 肯 定 的 か ま た は 否 定 的 か 何 れ か の ） 非
常 に 高 い 得 点 を 有 し 、 か つ ユ ー ザ に よ る 変 更 が 可 能 か を 示 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 は 上 述 の 例 示 的 な 実 施 例 の 詳 細 に 限 定 さ れ ず 、 か つ 本 発 明 を 、 本 発 明 の 趣 旨 ま た は
本 質 的 属 性 の 範 囲 内 で 他 の 特 定 の 形 態 で 実 施 し て も 良 い こ と が 、 当 業 者 に 明 ら か と な る だ
ろ う 。 し た が っ て 、 本 実 施 例 は 、 す べ て の 点 に お い て 例 示 的 か つ 非 限 定 的 で あ る と 見 な さ
れ 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 述 の 説 明 で は な く 、 添 付 の 請 求 の 範 囲 に よ り 示 さ れ て お り 、 か つ
し た が っ て 、 こ れ ら の 請 求 項 と 等 し い 意 味 と 範 囲 内 に あ る す べ て の 変 更 は 、 こ れ ら の 請 求
項 に 含 め ら れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
例 え ば 、 本 発 明 を 、 テ レ ビ 推 薦 装 置 に 関 し て 説 明 し た が 、 検 索 エ ン ジ ン を そ れ に 対 し て 使
用 す る こ と が で き る い か な る 種 類 の メ デ ィ ア ま た は デ ー タ に 、 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で
き る こ と は 明 ら か で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 を 、 例 え ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 検 索 ツ ー ル ま
た は 音 楽 デ ー タ ベ ー ス 用 の 検 索 エ ン ジ ン に 関 連 付 け て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 実 施 可 能 な 1つ の タ イ プ の 誘 導 エ ン ジ ン を 説 明 す る た め の 概 念 空 間 の 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 2つ の 特 定 化 さ れ た 説 明 か ら デ ー タ を 統 合 し て 、 フ ィ ー ド バ ッ ク を 生 成 す る た め
の ソ ー ス ・ フ ィ ル タ か 、 ま た は ユ ー ザ の 説 明 の 代 わ り と な る 新 た な 特 定 化 さ れ た 説 明 の 何
れ か を 形 成 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 般 化 さ れ た 説 明 と 特 定 化 さ れ た 説 明 に 、 別 の ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明 を 統 合
さ せ て 、 テ ス ト 対 象 デ ー タ 用 の ソ ー ス ・ フ ィ ル タ を 形 成 す る こ と を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 特 定 化 さ れ た 説 明 の 特 徴 に 対 す る ラ ベ ル の 選 択 を 表 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 を 実 施 す る た め の 例 示 的 な ハ ー ド ウ エ ア 環 境 の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 一 タ イ プ の 特 徴 -値 -評 点 タ イ プ の プ ロ フ ィ ー ル ・ エ ン ジ ン と 使 用 法 の 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 第 二 タ イ プ の 特 徴 -値 -評 点 タ イ プ の プ ロ フ ィ ー ル ・ エ ン ジ ン と 使 用 法 の 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
100… 概 念 空 間
101… バ ー ジ ョ ン 空 間
110… 範 囲
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115… 範 囲
120… 範 囲
125… 範 囲
130… 最 初 の 肯 定 的 な 例 し か 含 ま な い 単 集 合
165… 最 新 の 一 般 化 さ れ た 説 明
170… 最 新 の 特 定 化 さ れ た 説 明
210… 説 明 部 分
215… 範 囲
220… 範 囲
225… 範 囲
250… 隣 接 す る 範 囲
255… 隣 接 す る 範 囲
260… 隣 接 す る 範 囲
265… 隣 接 す る 範 囲
270… 隣 接 す る 範 囲
280… ユ ー ザ の 特 定 化 さ れ た 説 明
285… 他 の 特 定 化 さ れ た 説 明
290… 新 た な 特 定 化 さ れ た 説 明
315… フ ィ ー ド バ ッ ク 用 の 新 た な テ ン プ レ ー ト
330… 寸 法
410… 遠 隔 制 御 装 置
415… 赤 外 線 ポ ー ト
420… メ モ リ ・ カ ー ド ま た は デ ィ ス ク
430… テ レ ビ の チ ュ ー ナ
435… 大 量 格 納 装 置
440… コ ン ピ ュ ー タ
445… コ ン ピ ュ ー タ に リ ン ク さ れ た チ ュ ー ナ
460… デ ー タ ・ リ ン ク
470… 映 像 信 号
500… ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス
505… フ ィ ー ド バ ッ ク 履 歴 フ ァ イ ル
510… 視 聴 履 歴 デ ー タ ベ ー ス
520… 最 新 の 番 組
525… フ ィ ー ド バ ッ ク ・ プ ロ フ ィ ー ル ・ デ ー タ ベ ー ス
530… 内 在 的 プ ロ フ ィ ー ル の デ ー タ ベ ー ス
555… 1つ 以 上 の 選 択 肢
560… フ ィ ー ド バ ッ ク ・ デ ー タ
575… 番 組 デ ー タ ベ ー ス か ら 得 る こ と が で き る 選 択 肢 が フ ィ ル タ ま た は 分 類 さ れ た 一 覧
580… 推 薦 装 置
595… プ ロ フ ァ イ ラ
620… 推 薦 装 置
670… 記 録
675… 得 点 が 添 付 さ れ た 特 徴 -値 の 対
680… 内 在 的 プ ロ フ ィ ー ル の デ ー タ ベ ー ス の コ ン テ ン ツ
685… 推 薦
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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